
 

 

 

 

 

 

新年度が始まりました 
35人の新入生を迎え、一東小全児童 201名の新年度がスタートしました。学校と家庭、地域が三位

一体となって、お子さん達の健やかな成長を応援していきたいと思います。保護者の皆様、地域の皆様、

今年度も本校の教育活動へのご理解とご支援を賜りますようお願いいたします。 

入学式 始業式 
4月 4日 月曜日。校庭の桜は満開です。前日までの雨もあがって春らしい天気になりました。真新し

いランドセルを背負った新入生が一東小の門をくぐります。そして入学式。新入生は新６年生に手をつな

いでもらって入場です。そのあと、ステージ前に用意された椅子にちょこんと座ります。担任の先生が一

人一人の名前を呼びます。大きな声で「はいっ」と返事をする子もいれば、少し恥ずかしそうに返事をす

る子もいます。緊張している子もいれば、ニコニコしている子もいます。みんな一生懸命に頑張りまし

た。 

以下は校長の式辞です。 

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。今日から皆さんは、一宮東部小学校の一年生です。みな

さん、とても立派ですね。わたしが校長先生です。よろしくお願いします。わたしは皆さんが入学して

くるのを楽しみに待っていました。他の先生たちも、上級生のお兄さんやお姉さんたちも、皆さんの入

学を楽しみに待っていました。入学してくれてありがとうございます。 

 さて、今日は、みなさんにとって最初の日ですから、校長先生がニつお願いをします。 

 一つ目は「元気に挨拶をしましょう」ということです。挨拶はとても大切です。大きな声で元気よく

お友達や先生や近所の方、ご家族に挨拶できるようになりましょう。 

ニつ目は、「お話をしっかり聞きましょう」ということです。先生や上級生の兄さん、お姉さんがいろ

いろな大切なことを教えてくれます。他の人の話をしっかりと聞けるようになりましょう。話している

人の目を見て聞けるといいですね。皆さんならできそうですね。 

 ここで、ちょっとお家の方にお話をするので、一年生の皆さんは、我慢して聞いていてくださいね。 

 さて、保護者の皆様には、お子様のご入学おめでとうございます。私たち教職員一同、力を合わせ、

愛情を注ぎながら、教育活動にあたっていきます。子どもは集団の中で様々な課題と出会いながら、少

しずつ自立し、社会性を育んでいきます。学校と家庭が協力しながら、子どもたちを健やかに育ててま

いりたいと考えております。ゼひ、ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。 

 これで、お家の方へのお話を終わります。皆さん、よく我慢できましたね。とても立派でした。 

 つづいて、２年生から６年生の上級生の皆さん、進級おめでとうございます。また一つお兄さん、お

姉さんになりました。困っている下級生がいたら、助けてあげてくださいね。ここで皆さんにも１つお

願いをします。それは新入生にも先ほど話しましたが、同じ通学団や縦割りグループの下級生が先生方

や見守り隊の方々に元気にあいさつできるようにしてあげてくださいということです。「あいさつしり

んよ」なんて声をかけるだけじゃ、その時はよくても続きません。上級生の皆さんがよい手本となっ

て、やってみせて、下級生ができたらしっかり褒めてあげてください。最初はうまくいかないかもしれ

ませんが、あせらずにお世話をしてあげてほしいです。特に６年生の皆さんにはリーダーとしての働き

に期待していますよ。朝、校長先生は通路で待っていますからよくわかると思います。頑張ってくださ

いね。 じゃ。最後に皆さんに詩をプレゼントします。 
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「教室はまちがうところだ」 

教室はまちがうところだ 

みんなどしどし手をあげて まちがった意見を言おうじゃないか まちがった答えを言おうじゃないか 

まちがうことをおそれちゃいけない まちがうことを笑っちゃいけない 

まちがった意見を まちがった答えを ああじゃないか こうじゃないかと  

みんなで出し合い 言い合うなかで 本当のものを見つけていくのだ  

そうしてみんなで伸びていくのだ 

 

この詩はもっと続きます。 

 

ぼくらがまちがって何がおかしい あたり前じゃないか 安心して手をあげろ 安心してまちがえや 

まちがったって 笑ったり 馬鹿にしたり 怒ったり そんな者おりゃせん まちがったって  

誰かがよ 直してくれるし 教えてくれる 困った時には先生が無い知恵しぼって教えるで  

そんな教室つくろうや 

 

この詩はまだまだ続きますが、最後はこう言って終わります。 

 

そんな教室つくろうやあ 

 

一東小にそんな温かな教室がいっぱいできるとうれしいです。 

 

 

「ポストさんから」 

一東小の南校舎前には７０年くらい前につくられた昔の郵便ポストが置かれています。もちろん、現

在使用されているわけではありませんが、一東小の子たちをずっと見守ってくれています。そんな郵便

ポストが見た（と思われる）一東小の子どもたちの何気ない様子をお伝えしたいと思います。 

 学校は色々な人たちに応援されています。読み聞かせボランティア、ベルマー

クボランティアの皆さんや見守り隊の皆さん、駐在さん、ＰＴＡの皆さん等々。

本当にありがとうございます。今年度もよろしくお願いします。 

もちろん、教職員も一生懸命に頑張っています。新しい先生方も増えました。 

そうそう、一東小には色々なところにお花が飾られていて、見る人を癒してく

れます。趣味で花を育てている先生や用務員さんが生けてくれるんです。時には校庭に咲く花を使っ

たりして。四季折々の花に触れることができて、とても嬉しい気持ちになります。 


